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目標達成に向けての本年度及び今後の取組や課題等　　　　

【自主防災組織設置率】

　平成２６年度に池田団地が池田区から分離したため、区・自治会数が１９９から

２００になりました。平成２６年度末において全２００区・自治会のうち１５５

区・自治会が組織化されていることから７７．５%の実績となっています。引き続き小

規模区・自治会での設立を促すため、防災士資格の取得を推進して地域防災リー

ダーの育成強化を図るとともに、防災出前講座やセーフコミュニティ活動を通じた啓

発を重ね、組織化の促進につなげます。一方、区・自治会を対象とした取り組みだけで

は小規模区・自治会の自主防災組織設置は難しいため、未組織区・自治会を包括し

た自治振興会等による広域的な取り組みを行う必要があります。

【学校施設の耐震化率】

　学校施設の数は、平成２６年度に甲賀体育館を甲賀中学校体育館として所管替し

たため１５２から１５３に増えました。平成２６年度に土山中学校屋内運動場、甲南

中学校普通教室棟、多羅尾小学校校舎及び体育館で耐震化を実施し、市内のすべて

の学校施設について耐震化を完了しました。今後は、窓ガラスや体育館の照明設備等

の非構造部材の耐震化に取り組んでいきます。

【介護保険第１号認定率】

　平成２６年度の認定率は１６．８％であり、平成２３年度から０．７％増加して

います。現在、高齢者の人口は増加しており、それに比例して６５歳以上の要支援・要

介護認定者数も増加し、認定率も上昇しています。いきいき１００歳体操や健康教室

など各種介護予防支援事業を実施し、要支援、要介護認定を受けない健康な高齢者

を増やすことにより、認定率の減少を目指します。

【特定健康診断受診率】

　平成２６年度の受診率は４０．９％であり、平成２３年度から５．４％増加して

います。今日までの取り組みにより受診率は徐々に向上してきており、今後も健診受診

啓発ラッピングバスの市内運行や啓発ポスター、未受診者に対する電話やハガキによ

る受診勧奨を継続します。
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目標達成に向けての本年度及び今後の取組や課題等　　　　　　

【待機児童数】

　待機児童数０人を継続して達成できました。水口西保育園では平成２６年度に３

歳未満児用保育室の仮設園舎を設置し、平成２７年度から受入拡大を目指します。

また岩上保育園で１歳児、甲南南保育園で２歳児の受入拡大、さらに家庭的保育事

業所による受入拡大にも取り組みます。多様化する保育ニーズへの対応や低年齢児の

受け入れのため、今後も保育現場の環境改善を進めていきます。

【特色ある学校推進事業割合】

　平成２６年度は達成率マイナス８％となり年々割合が減少していますが、分母とな

る学校予算の総額が増えたことに起因します。特色ある学校推進事業については、水

口小学校における水口ばやしを広める活動や、油日小学校におけるビオトープ活動な

ど学校独自の取り組みを進めており、引き続き地域学習の充実に努めます。

　

【子ども110番の家】

　平成２６年度は２，７８１件で達成率は２３％であり、前年度から８１件増加し

ました。子ども１１０番の「家」と「車」があり、「家」については、毎年各学校から協力い

ただいているお宅を訪問し継続のお願いをしており、新規登録の募集も継続していき

ます。「車」については、青少年育成通信に募集案内を掲載し、新規登録の増加を目指

します。
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目標達成に向けての本年度及び今後の取組や課題等　　　　　　

【市内就労率】

　平成２６年度は前年度と横ばいの結果となり、基準値を下回りました。

　今後も若年者や障がい者の就職面接会を引き続き実施するほか、平成２７年度には、

女性のための就職相談会を新規に実施し、出産や子育て等で離職した女性の再就職を

支援します。また、働くことの魅力発信冊子を作成し、市内外の高校生に配布すること

で、キャリア教育に活用し市内就労率の向上につなげます。

【農作物被害額】

　前年度の被害額に比べ約半分まで減らすことができ、大きな成果がでています。 今

後も侵入防止柵の設置を継続実施し、有害鳥獣の捕獲による個体数の減少を目指し

ます。

【年間観光入込客数】

　観光入込客数については、基準値に比べ、若干増加しているものの、ほぼ横ばいの結

果となりました。また、平成２６年度は信楽高原鐵道の運休、消費税増税、高速道路通

行料金割引の縮小により、前年度に比べ１０万人減少しました。平成２７年度からは

国の地方創生交付金を利用し、忍者を活用した観光誘客事業に取り組むとともに、日

本忍者協議会に参加し、広域での集客力の向上を図ります。
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目標達成に向けての本年度及び今後の取組や課題等　　　　　　　

【地域資源を活用した地域活動を行う自治振興会の割合】

　２６自治振興会中、１５の自治振興会が地域活動をされており、目標は達成できま

したが、前年度からの伸びはありません。今後も自治振興会向けの「地域課題解決型モ

デル事業」を継続実施するとともに、自治振興会役員等を含め多くの市民の皆様に地

域人材活性化事業に参加していただくことで、地域資源を活かした取り組みを推進し

ます。

【甲賀ブランドの認定数】

　事業者に対して甲賀ブランド認定制度の周知が図れたことにより、前年度に比べ３

件増で目標を達成できました。物産については３年後に再審査を行うため、再認定申

請いただけるよう甲賀ブランドの周知拡大を図るとともに、引き続き新たな商品の認

定を実施していきます。

【農家民泊の受入人数】

　受入人数については、目標には達しないものの基準値に比べて約５倍の人数で推移

しており、農家民泊自体は充実しています。今後も受入の課題を整理しながら、年間を

通して民泊が実施できるよう都市部への営業を強化します。なお、教育旅行の実施時

期が５・６月に集中していることから、当該時期の受入は現状維持の範囲で農家民泊

に取り組みます。

【太陽光発電システム受給最大電力】

　前年度の約２倍まで増加し、目標を大きく上回る成果がでています。再生可能エネ

ルギーの固定価格買取制度により、大規模太陽光発電設備の設置が増加したことに

起因するものです。
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１．元気と安心、みんなで守る甲賀の暮らしプロジェクト
 

No. 指標名 指標の説明 指標を選んだ理由 目標設定の考え方

1

2

3

4

２．学びと育ち、きずなが育む甲賀の未来プロジェクト

No. 指標名 指標の説明 指標を選んだ理由 目標設定の考え方

1 待機児童数

2

3

4つの重点プロジェクト　指標の説明

自主防災組
織設置率

自主防災組織とは、地域住民が
「自分たちの地域は自分たちで
守ろう」という連帯意識に基づき
自主的に結成する組織をいう。
自主防災組織が結成された区・
自治会数／市内全区・自治会数
×100％。

安全・安心を守る絆づくりの、代表的な取
り組みであるため。

市内全地域において早期に大規
模災害時に住民が自らの命を自
らで守る態勢を整えるため100％
の組織化をめざす。

学校施設の
耐震化率

Is値が0.7を下回る基準値以下
の小中学校の校舎および屋内運
動場の耐震補強を実施する。

学校施設は、児童・生徒の安全を確保す
る必要があり、地域の防災拠点（避難場
所）となることから、地震防災対策の促進
を図り、安全・安心を守るインフラ整備と
して適しているため

児童・生徒が一日の大半を過ご
す活動の場の安全性を確保する
とともに、非常災害時には、地域
住民の応急避難場所としての役
割を果たすため、100％をめざ
す。

介護保険第１
号認定率

第1号被保険者（65歳以上）に対
する要支援・要介護認定者の割
合。

介護認定を受けずに、自立して健康で元
気に暮らす高齢者が多くなることをめざ
すため。

介護保険事業計画に基づく。

特定健康診
断受診率

40～74歳までの国保加入者の
特定健診の受診割合。

特定健診は市が実施しており、自分の健
康を知り、病気の早期発見を行うことで
医療費の適正化を図ることを目的に、受
診率の目標値を設定した。市の受診率
目標値は、国が特定健診等基本指針に
掲げる参酌基準を適用しており、国のめ
ざす方向性に準じた指標となり、生涯を
通じた健康づくりの指標として適している
ため。

第1期計画(平成20～24年)の最

終年度末目標値は65％であり、

第2期計画(平成25～29年)にお

いても最終目標値の65％を継続
することとしたため。

保育園に入園申請しているが、
定員などの理由により入園でき
ない状況の児童と放課後児童ク
ラブへの入所を待つ児童の数。

待機児童を減らすことにより、働く親への
子育て支援や体制整備と保育の充実を
図ることができる指標として適切なため。

待機児童ゼロにより、保護者の
就労支援等の多様な保育ニーズ
に応えることができる。また、放課
後に一人きりで過ごす子どもをな
くし、児童の健全な育成を図るこ
とができるため。

特色ある学
校推進事業
割合

教育活動予算に占める特色あ
る学校推進事業費の割合。

地域の自然・歴史・伝統・文化・人材
などを活用した、「郷土学習」、「地
域学習」など、その学校ならではの
「特色ある教育活動」の充実を図るた
めに、事業費を拡大させていくことが
必要であり、このことが指標の一つに
なると考えたため。

教育振興にかかる予算の執行に
おいて、教科等の学習の充実だ
けでなく、「郷土愛」を育むた
めに地域の伝統や文化などを活
かした特色ある教育活動を進め
ることが重要であり、教育活動
予算に占める特色ある学校推進
事業費の割合の10％までの拡
大をめざす。

子ども110番
の家（車含
む）の登録
件数

子どもたちの健やかな成長に
欠かせない日常における活動
および通学時の安全を守るた
めに協力いただく、家と車の
登録件数。

子どもたちの健やかな成長には、学校
での学習はもちろんのこと、自然およ
び日常生活の中で安全にさまざまな体
験を積み上げることが重要である。そ
れには通学をはじめとして子どもだけ
で活動する際の安全を確保する必要が
ある。

甲賀市世帯数の概ね１割の世帯
の登録をめざす。

参考
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３．創造と交流、進化が生みだす甲賀の活力プロジェクト
 

No. 指標名 指標の説明 指標を選んだ理由 目標設定の考え方

1

2

3

４．魅力の伝承、誇りを伝える甲賀の宝プロジェクト

No. 指標名 指標の説明 指標を選んだ理由 目標設定の考え方

1

2

3

4

市内就労率

市内の企業・事業所等で働く市
民の率。

雇用の維持と創出を図る指標として適切
なため。

目標として、半数である50％の雇
用をめざす。

農作物被害
額

有害鳥獣による被害の軽減（水
稲・麦・大豆の被害総額）。野生
獣による農作物被害の対策とし
て、捕獲および防除対策により
重点的に取り組み被害額の軽減
を図る。

拡大する被害に対し、抜本的な対策が必
要であるため。

年間10％の被害額の削減をめざ
す。

年間観光入
込客数

甲賀市を訪れる観光客のうち、
年間1,000人以上の来客がある
施設の来客数合計。

観光交流人口を数値で測ることができる
ため。

観光交流人口が増加するさまざ
まな取り組みを行い、1,000万人
の観光入込客数をめざす。

地域資源を活用
した地域活動を
行う自治振興会
の割合

26の自治振興会の内、地域の資
源を発掘し活用しようと試みてい
る組織の割合。

地域の魅力を再発見し、地域資源となり
うる「人」、「歴史的資源・場所」、「特産
品」などを活かして地域づくりに取り組む
ことでまちの活性化につながるため。

平成23年度に自治振興会で取り
組まれた事業の内、地域資源発
見と活用に結びつくと考えられる
取り組みを行った自治振興会の
数。 平成23年度⇒5組織。 平成

28年度⇒9組織。

甲賀ブランド
の認定数

平成24年度に組織された甲賀ブ
ランド推進協議会において、甲賀
ブランドに認定された商品等の
件数。

全国に誇れる地域資源である甲賀ブラン
ドの認定数を増やすことで地域の自信と
活力を生みだすことができるため。

年間2件の認定をめざす。

農家民泊の
受入人数

都市農村交流による修学旅行生
の受入農家人数。

甲賀市の豊かな自然環境を活用した事
業の指標であり、これを進めることで、自
然環境の保全、共生につながっていくた
め。

都市農村交流推進協議会の独立
運営をめざす数値設定であり、都
市農村交流の目標数値とする。

受給最大電
力

市域の太陽光発電システムの累
計出力。

市域の新エネルギー導入量を直接把握
でき、施策の進捗を測ることができる指
標のため。

年間1,000kW程度の増加を目標

とし、平成23年度実績の2倍をめ
ざす。
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